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上
野
の
杜
の

波
瀾
万
丈

第
八
回

上
野
児
童
音
楽
学
園

昭
和
初
期
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た

東
京
音
楽
学
校
の
早
期
教
育
機
関
、
上
野
児
童
音
楽
学
園
。

短
く
も
先
駆
的
だ
っ
た
〝
学
園
〞
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
。

橋
本
久
美
子

　

本
学
の
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校
は
昭
和
二
十
九
（
一

九
五
四
）
年
四
月
に
設
置
さ
れ
、
音
楽
の
早
期
教
育
機
関
の
一

つ
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
昭
和
戦
前

期
の
東
京
音
楽
学
校
に
上
野
児
童
音
楽
学
園
と
い
う
機
関
が
あ

り
、
十
一
年
半
に
わ
た
り
、
全
国
に
先
駆
け
て
早
期
教
育
が
実

践
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

学
園
設
立
の
機
縁
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
秋
の
乘の

り

杉す
ぎ

嘉か

壽じ
ゆ

校
長
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
で
あ
る
。
彼
は
欧
米
各
国
の
音

楽
学
校
の
レ
ッ
ス
ン
や
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
も
と
よ
り
、
子

供
た
ち
の
演
奏
に
も
驚
嘆
し
た
。
た
と
え
ば
パ
リ
・
コ
ン
セ
ル

ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
「
十
五
六
歳
位
の
少
女
が

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
コ
ン
ツ
ヱ
ル
ト
を
暗
譜
で
堂
々
と
弾
い
て

ゐ
る
有
様
は
誠
に
驚
く
べ
き
も
の
で
、
譜
を
見
な
け
れ
ば
一
寸

先
も
歩
け
ぬ
と
い
ふ
の
と
は
大
分
距
離
が
あ
る
」（『
同
声
会

報
』
第
一
八
二
号 

昭
和
七
年
四
月
）、
ま
た
ベ
ル
リ
ン
の
少
年

合
唱
で
も
「
そ
の
可
憐
さ
と
、
清
澄
な
声
と
は
如
何
に
余
に
深

い
感
動
を
与
へ
た
事
で
あ
ろ
う
」（
同
）。

　

帰
国
後
の
校
長
は
さ
っ
そ
く
早
期
教
育
に
着
手
し
、
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
六
月
に
上
野
児
童
音
楽
学
園
を
開
園
し
た
。

ち
ょ
う
ど
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
で
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
園
田

清
秀
が
長
男
・
高
弘
に
絶
対
音
感
教
育
を
始
め
た
頃
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
『
同
声
会
報
』
に
学
園
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
名
称
＝
上
野
児
童
音
楽
学
園
。
目
的
＝
児
童
に
音
楽
教
育
を

施
す
。
設
立
者
＝
東
京
音
楽
学
校
同
声
会
＊
。
修
業
年
限
＝
三

カ
年
。
職
員
＝
園
長
│
東
京
音
楽
学
校
長
、
教
員
│
東
京
音
楽

学
校
教
官
。
入
園
資
格
＝
現
に
小
学
校
に
通
学
す
る
第
四
学
年

以
上
＊
＊
の
男
女
児
に
し
て
音
楽
的
趣
味
を
有
す
る
も
の
。」（
＊

同
声
会
は
同
校
同
窓
会
の
名
称
。
＊
＊
後
に
三
年
生
で
も
入
園
可
能
と
な
っ
た
）。

　

入
園
テ
ス
ト
は
唱
歌
を
歌
い
、
弾
け
る
曲
を
弾
く
程
度
で
よ

か
っ
た
。
し
か
し
学
園
の
情
報
を
得
る
こ
と
の
で
き
た
家
庭
自

体
が
限
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
子

女
も
し
く
は
何
ら
か
の
伝つ

手て

の
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
水

曜
と
土
曜
の
放
課
後
に
週
二
回
、
遠
く
は
鎌
倉
か
ら
、
教
育
熱

心
な
家
庭
の
子
供
た
ち
が
音
楽
学
校
に
集
ま
っ
た
。

　

主
科
目
の
唱
歌
は
「
基
本
練
習
、
単
音
唱
歌
、
輪
唱
歌
、
重

音
唱
歌
、
音
声
陶
冶
、
鑑
賞
指
導
、
即
興
創
作
」
で
あ
る
。
ピ

ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
等
の
兼
修
者
が
同
じ
課
題
曲

で
互
い
の
レ
ッ
ス
ン
を
聴
き
合
う
切
磋
琢
磨
も
、
巷
の
個
人
レ

ッ
ス
ン
で
は
得
が
た
い
環
境
で
あ
っ
た
。
当
時
の
児
童
た
ち
の

記
憶
に
は
、
コ
ー
ル
ユ
ー
ブ
ン
ゲ
ン
や
楽
典
、
校
庭
の
芝
生
で

講
師
や
友
人
と
遊
ん
だ
休
み
時
間
、
通
学
路
の
風
景
が
、
今
も

焼
き
つ
い
て
い
る
。

　

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
は
設
立
者
を
財
団
法
人
音
楽

会
館
（
理
事
長
＝
乘
杉
）
と
し
、
高
等
科
四
年
、
さ
ら
に
十
五

年
に
は
研
究
科
一
年
が
新
設
さ
れ
た
。

　

園
長
の
乘
杉
に
つ
い
て
、
音
楽
界
で
は
文
部
省
の
役
人
と
し

て
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
彼
は
近
代
日
本
の
社
会
教
育
論

の
主
唱
者
と
さ
れ
る
人
物
で
、
図
書
館
司
書
や
博
物
館
学
芸
員

上：第１回卒業式　昭和11年3月18日　74名が3年
間の課程を終えた
下：伊澤修二初代校長の胸像前で

第83回定期演奏会のバッハ作曲《馬太受難楽》日本初演　昭和12年6月19日、日比谷公会堂　ク
ラウス・プリングスハイム指揮、管絃楽約90名、音楽学校生徒200名と児童200名による合唱
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の
基
礎
を
整
え
、
文
部
省
初
代
社
会
教
育
課
長
を
務
め
、「
油

の
り
す
ぎ
」
の
異
名
を
と
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校
の
乘
杉
校
長

時
代
は
、
戦
後
日
本
の
自
信
喪
失
と
価
値
観
の
揺
ら
ぎ
の
な
か

で
封
印
さ
れ
て
き
た
が
、
国
と
学
校
の
将
来
を
見
据
え
た
斬
新

な
運
営
は
、
今
な
お
学
び
得
る
点
が
多
い
。

　

さ
て
初
年
度
は
募
集
四
十
名
に
対
し
て
四
倍
強
の
応
募
が
あ

り
、「
非
音
楽
的
で
な
い
も
の
は
出
来
る
だ
け
之
を
許
可
」
し
、

百
十
八
名
を
入
園
さ
せ
た
。
梅
、
桃
、
桜
の
三
ク
ラ
ス
を
声
楽

教
師
の
他
、
本
科
と
師
範
科
最
高
学
年
の
生
徒
数
名
が
教
生
と

し
て
担
当
し
た
。
学
園
は
東
京
音
楽
学
校
の
教
育
実
習
機
関
で

も
あ
っ
た
。
講
師
は
五
十
音
順
に
、
浅
野
千
鶴
子
、
石
澤
秀
子
、

伊
藤
武
雄
、
今
井
治
郎
、
太
田
綾
、
小
田
雪
江
、
片
山
頴え

い

太た

郎ろ
う

、

川
上
き
よ
、
川
口
軽
六
、
城
多
又
兵
衛
、
木
下
保
、
呉ご

泰た
い

次じ

郎ろ
う

、

澤
崎
定
之
、
柴
田
睦む

つ

陸む

、
薗
田
誠
一
、
谷
康
子
、
戸
狩
仲
一
、

永
井
進
、
永
田
晴は

る
る、
貫
名
美
名
彦
、
野
呂
愛
子
、
橋
本
秀
次
、

平
原
壽
惠
子
、
福
井
輝
子
、
宮
内
鎭し

づ

代よ

子こ

、
三
宅
洋
一
郎
等
多

数
、
昭
和
十
一
年
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ウ
ィ
リ
ー
・
フ
ラ
イ

も
加
わ
っ
た
。
学
園
に
関
す
る
記
録
は
断
片
的
で
、
今
回
も
関

係
者
に
ご
協
力
頂
い
た
が
、
今
な
お
資
料
収
集
中
で
あ
る
。

　

学
園
は
男
児
合
唱
団
も
結
成
し
た
。
ま
ず
尋
常
小
学
校
三
年

生
百
名
を
集
め
、
次
に
五
十
名
増
員
し
、
さ
ら
に
音
楽
学
校
近

隣
の
小
学
校
に
呼
び
か
け
た
。
目
指
す
は
東
京
音
楽
学
校
男
生

徒
と
の
大
合
唱
で
、
城
多
、
澤
崎
、
薗
田
等
、
当
時
の
声
楽
・

合
唱
指
揮
の
第
一
人
者
が
指
導
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
器
楽
を

嗜
ま
な
い
男
児
集
団
に
は
苦
戦
し
、
二
年
後
に
は
解
体
し
て
希

望
者
を
学
園
に
編
入
さ
せ
た
が
、
そ
の
人
数
は
わ
ず
か
二
十
七

名
で
あ
っ
た
。

　

学
費
は
月
二
円
、
楽
器
兼
修
者
は
五
円
で
あ
っ
た
。
昭
和
八

年
の
東
京
音
楽
学
校
の
授
業
料
は
予
科
、
本
科
と
も
年
八
十
円
、

専
門
実
技
の
み
教
え
る
選
科
は
一
科
目
に
つ
き
年
五
十
円
と
あ

り
、
学
園
の
学
費
は
、
概
ね
良
心
的
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。
男

児
合
唱
団
は
無
料
で
あ
っ
た
。
東
京
で
は
コ
ー
ヒ
ー
、
う
ど
ん
、

そ
ば
が
十
銭
、
新
宿
中
村
屋
の
カ
リ
ー
が
八
十
銭
の
時
代
で
あ

る
（
森
永
卓
郎
著
『
物
価
の
文
化
史
事
典
』
二
〇
〇
八
）。

　

上
野
児
童
音
楽
学
園
の
合
唱
は
、
皇
后
陛
下
行
啓
演
奏
会
の

《
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
奉
祝
歌
》、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
独
放
送
《
征
け
よ
伯
林
》、
北
原
白
秋
作
詞
・
信
時
潔
作

曲
《
海
道
東
征
》
の
他
、
東
京
音
楽
学
校
定
期
演
奏
会
に
も
出

演
し
た
。
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
の
マ
ー
ラ
ー
《
第
三
交
響

曲
》
初
演
で
は
、
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
ド
イ
ツ
語
の
猛
特
訓

で
暗
譜
し
、「
子
供
の
合
唱
が
い
ち
ば
ん
う
ま
か
つ
た
」（
太
田

黒
元
雄
）
等
、
批
評
家
の
賛
辞
を
独
占
し
た
。
十
一
年
の
ベ
ル

リ
オ
ー
ズ
《
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
劫
罰
》、
十
二
年
の
バ
ッ
ハ
《
マ

タ
イ
受
難
曲
》
で
も
好
評
を
得
た
。
児
童
合
唱
の
声
を
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
に
録
音
し
た
《
海
道
東
征
》
と
《
国
民
学
校
の
歌
》
は

近
年
Ｃ
Ｄ
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
十
一
年
の
高
等
科
に
は
砂
原
美
智
子
、
中
田
喜
直

（
父
・
章
は
《
早
春
賦
》
の
作
曲
者
）、
林
路
子
等
の
名
前
が
見

え
る
。
我
が
国
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人
と
な
る
園
田

高
弘
も
父
の
早
世
後
入
園
し
、
学
園
の
申
し
子
の
よ
う
な
存
在

と
な
っ
た
。
昭
和
十
四
年
、
園
田
は
バ
ッ
ハ
《
イ
タ
リ
ア
協
奏

曲
》、
中
田
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
《
ソ
ナ
タ
変
ホ
長
調
》
を
弾

い
た
。
学
園
の
出
身
者
は
前
出
の
他
、
青
山
三
郎
、
笠
間
春
子
、

高
良
芳
枝
、
田
辺
緑
、
土
淵
る
り
子
、
名
越
史
子
、
萩
原
和
子

等
、
戦
後
の
音
楽
界
を
支
え
る
人
材
を
多
数
輩
出
し
た
。

　

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
は
箏
曲
科
を
設
け
て
邦
楽
の

早
期
教
育
に
も
乗
り
出
し
た
。
同
年
の
児
童
数
は
四
百
九
十
四

名
（
内
男
児
四
十
四
名
）、
講
師
は
九
十
四
名
に
達
し
た
。
し

か
し
昭
和
十
六
年
頃
か
ら
学
校
内
に
防
空
壕
が
掘
ら
れ
、
上
野

公
園
の
噴
水
付
近
は
高
射
砲
の
陣
地
と
な
り
、
児
童
や
講
師
も

疎
開
を
始
め
、
十
九
年
秋
に
や
む
な
く
閉
鎖
さ
れ
た
。
戦
後
に

復
活
し
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
む
声
は
多
い
。
と
は
い
え
昭
和

八
年
当
時
で
も
、
官
立
学
校
が
同
窓
会
を
設
立
者
と
し
て
学
園

経
営
を
行
っ
た
こ
と
自
体
、
異
例
の
乘
杉
流
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
し
も
と
・
く
み
こ
／
音
楽
学
部
講
師
）

乘杉園長を囲む児童たち

次
号
予
告

教
官
総
辞
職　

昭
和
十
九
年

　

第
二
次
大
戦
末
期
の
昭
和
十
九
年
春
、
文
部
省
は
東
京
美
術
学
校
教
官
全
員
に
白
紙
辞
表

を
提
出
さ
せ
、
教
官
を
入
れ
替
え
て
新
た
な
指
導
体
制
を
作
っ
た
。
そ
の
体
制
の
ま
ま
大
学

昇
格
を
迎
え
た
。
改
革
の
意
味
、
結
果
と
戦
中
の
校
内
の
状
況
を
記
す
。

クラス授業

写真はすべて『同声会報』より。1＝昭和11年3月、2＝同12年9月、3＝同12年6月、4＝同12
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